
チョウセンハマグリの人エフ化飼育試験－１

浮遊幼生飼育

佐竹武元，後藤悦郎＊

チ画ウセンハマクリは本州中部から四国，九州，台湾まで分布し，水深１０ｍ位までの外洋に面

した砂賀底に棲息するまるすだれが1Ａ科の二枚貝である。

茨城県鹿島灘，宮崎県日向灘は在来種の棲息漁場として古くから知られており，静岡県伊豆半島，

千葉県九十九里浜，石川泉羽咋沿岸では長年の移殖放流により漁場が形成されている。従来，本種

の生態,移殖放流については多くの研究がたされているが(例えば,鏑'),原田らの，阿井ら3)，

藤本4)，吉田5)，竹|寸6))種苗生産に関する研究は少ない(例えば，相良ら7)，中｣''8)，真岡9)，

田中10），菅野ら11），児玉12））。今回，種苗生産を図ることを目的として人エフ化および浮遊

幼生飼育をおこなったのでその概要を報告する。

材料と方法

1句採卯

１９７５年７月２５日に輸送した鹿島難産母貝（殻長，５．９～8.9c〃）を８月１５日雀で陸上水

槽で飼育したものを用いた。産卵誘発方法は貝を１８．３～１９．４℃の低水温のもとで１８時期飼育

し２４，５℃叢で昇温し（約２時期）放潴放卵せしめた。

２．餌料

餌料生物はProvasolis-ES液およびＳＷ－Ⅱ液を混合した培養IiZで単一培養したＮｉｚｃ－

ｈｉａｃｌｏｓｔｅｒｉｕｍを用いた．

3．飼青

卵の発生は常法にしたがって鱈こなった。飼育容器は９０必容角型塩ビ水槽を用い，飼育水はハ

イプレッシャー轍過機にエリ澱過した海水に１０ｐｐｍの硫酸ジヒドロストレプトマイシンを添加
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して使用した．期間中の水温は第１図に示したと誇りであり，比重（815）は1,024～1,025

であった｡幼生密度は1Ｍ届i/iiv/であり
も

投餌量は'04細H@/１Ｍを毎日培養液と共

に直接飼育水に加えた。通気は常時水槽
水

の中央部でゆるくおこない，３日に１回

髭～殆量換水した。明るさは１００～２

Ｏ０Ｌｕｘであった。塩

~￣、.／￣一息一一・一一

4．測定

イーーーー！‘し｣－，，
飼育期間中定時に５減のホールピヘッ 0５１０

経と過日数（日）
卜を用いて水槽の中央部から５回採水し

…第１図飼育期間中の水温
浮遊幼生を蕊えると共に水槽底にシャー

レ(径３０噸）を置き，沈着繍数を箕えた｡殻長は１５０倍の鏡下で計測した。

結果と考察

1．採卵数とう化率

産卵誘発に用いた母貝（８個体）のうち，雌１個体（殻長，8,5“，昇温開始後９５分，水温

２４．５℃）と雄１個体（殻長，6.5c〃，昇温開始後７０分，水温２３．５℃）が放jﾄﾞili放卵した。採卵

数は洗卵後のフイヒバット収容時に中央部から５jMlJのホールピペットで５回採取し算え２．９７×１０６

粒を得た。卵はフ化水槽（９０必容角型塩ビ水槽）に収容しプ化を待った。受稲後２７時間経過し

う化したり状幼生は通気にエDゆるく撹斜北幼生が均一に分布したと思われた時に５脚`ホールピペ

…穰鰄………信毫姜讓iL…光…4…
採卵数は菅野ら’1)が行なった産卵誘発試験のうち良好であった場合の放卵数に近い値であり，

フ化率は浮遊幼生獲得率のうち最も良かった場合の２倍程度であり良質の卵が多iiiに得られたも:の

と忠われ高いう化率となったと考えられる。

2．成長

幼生の成長は第１表に示したとおりである。
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第１表幼生の成長と生残率

飼育開始時のＤ状幼生の平均殻長は１２．５浜でありNizcrhiaclosteri函を接餌して成長

した。以後３日目には平均殻長１５５〃となり一部機能的左足とペラムを共有する変態期幼生（１

６０１）が認められた。６日目には１７０庇とたり７０冊以上が変態期幼生と左っだ。１０日目に

はくラムを失い底生々活に移った平均殻長１９４匹の初期稚貝が大部分であったが，一部変態期幼

生（１６５Jｕ）も認められた。これらの平均殻長を飼育日数から算出すると１日当りの平均成長量

は６．９/zと左ｈ田中10）がＣｈ・calcitransf･pumilusで飼育した場合に較べ2.2Ｍ､さ

く，飼育方法の違いにより成長差があると思われるがＮｉｚｃｈｉａｃｌｏｓｔｅｒｉｕｍはＣｈ，ｃａｌｃｉ－

ｔｒａｎｓｆ・ｐｕｍｉｌｕｓに較べ飼料価値が劣るとも考えられる。

3．生残率

幼生の生残率は第１表に示すように，飼育開始後３，６および１０日目にはそれぞれ７４，６８

および５３妬となりしだいに低くなったがこの値は真岡9)の２２銑田中１０）の２０拓強に較べ

2.5倍程度であり，菅野ら’1）の結果と同程度であった。これは飼育条件の違いはあるが前述した

ように得られた卵および幼生が良好であったことおよび硫酸ジヒドロストレプトマイシンを飼育水

に添加し，飼育水の水質の悪化防止に努めたことが一因であったと思われる。

要約

鹿島溌産母貝（殻長５９～８９噸）を用いてチロウセンハマクリの人工フ化，浮遊幼生飼育をお

こない次の結果を得た。

１．採卵は１８．３～１９．４℃の水温のもとで１８時期飼育後２４．５℃まで昇潟することにより

２．９７×１０６粒の正常卵を得た。

２．受精して２７時間後のＤ状幼生のう化率は７５．４妬であった。
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経過日数
殻長（〆）

測定数 測定範囲 平均

浮瀧率

(妬）

生残率

(妬）

０ ３０ １２０～１３０ １２５ １００ １００

３ ８０ １８５～１６０ １５５ ９３ ７４

６ ３０ １５０～１８０ １７０ ２８ ６８

１０ ３０ １７５～２１０ １９４ ７ ５３



３．幼生はＮｉｚｃｈｉａＣｌｏｓｔｅｒｉｕｍをよく筏解し，１日当り６．９’成長した。

４．幼生の浮遊日数はおよそ１０日間であり変態時の幼生の殻長は１６５～２１０ルとの時の

生残率は５３妬であった｡
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